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今
か
ら
　
年
前
に
発
生
し
た

１４

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
で
は
、
ガ

ス
や
灯
油
を
使
用
す
る
コ
ン
ロ
や

暖
房
器
具
か
ら
発
生
し
た
火
災
の

ほ
か
、
電
気
に
よ
る
通
電
火
災
も

多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
通
常
、
地
震
が
発
生
す
る
と
電

気
は
安
全
の
た
め
自
動
的
に
止
ま

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
被

害
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
は
復
旧
ま

で
に
多
く
の
時
間
が
か
か
る
た
め
、

住
民
が
避
難
し
た
後
に
電
気
が
復

旧
し
、
電
源
を
入
れ
た
ま
ま
の
電

化
製
品
に
電
気
が
流
れ
て
発
熱
し

た
り
、
破
損
し
た
配
線
が
シ
ョ
ー

ト
し
た
り
し
て
火
災
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
火
災

を
通
電
火
災
と
い
い
ま
す
。

　
通
電
火
災
を
防
ぐ
一
番
の
対
策

は
「
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
」
こ
と
。

も
し
も
の
と
き
慌
て
な
い
た
め
に

も
、
ブ
レ
ー
カ
ー
の
位
置
の
確
認

や
、
避
難
の
際
に
は
ブ
レ
ー
カ
ー

を
「
切
」
に
す
る
こ
と
な
ど
を
家

族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
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⑦
通
電
火
災
に
注
意

第
４
回
市
中
学
校

イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会

　
■
開
催
日
　
１
月
　
日
（
土
）
～

２４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
（
日
）

２５

　
■
会
　
場
　
中
田
総
合
体
育
館
　

【
男
子
】

　
第
１
位
　
工
藤
・
岩
淵
（
東
和
中
）

　
第
２
位
　
及
川
・
石
川
（
中
田
中
）

　
第
３
位
　
伊
藤
・
織
田
（
中
田
中
）

　
　
　
　
　
鈴
木
（
翔
）

　
　
　
　
　
　
・
佐
々
木
（
佐
沼
中
）

【
女
子
】

　
第
１
位
　
佐
藤
・
畠
山
（
東
和
中
）

　
第
２
位
　
阿
部
・
及
川
（
東
和
中
）

　
第
３
位
　
工
藤
・
仲
舘
（
中
田
中
）

　
　
　
　
　
沼
倉
・
三
浦
（
中
田
中
）

平
成
　
年
度
宮
城
県

２０

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰
式

　
■
開
催
日
　
３
月
　
日
（
日
）

１５

　
■
会
　
場
　
K
K
R
ホ
テ
ル
仙
台

【
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
賞
】

　
飯
塚
敏
郎
（
中
田
）

　
桑
嶋
欣
一
（
豊
里
）

　
木
村
健
喜
（
迫
）

　
千
葉
利
行
（
東
和
）

　　
佐
藤
砂
登
史
（
迫
）

　
秋
山
幸
治
（
豊
里
）

第
　
回
日
本
農
業
賞

３８

　
■
開
催
日
　
３
月
７
日
（
土
）

　
■
会
　
場
　
東
京
都
「
N
H
K

　
　
　
　
　
　
　
放
送
セ
ン
タ
ー
」

【
個
別
経
営
の
部
】

　
大
賞
　

　
　
農
業
生
産
法
人

　
　
有
限
会
社
伊
豆
沼
農
産
（
迫
）

第
　
回
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

１４
ボ
ー
ル
交
流
大
会
　
登
米

in

　
■
開
催
日
　
２
月
　
日
（
土
）
～

２１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
（
日
）

２２

　
■
会
　
場
　
中
田
総
合
体
育
館
　

【
男
子
】　

　
第
２
位

【
女
子
】

　
第
２
位
　

　
第
３
位
　
　

【
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
功
績
賞
】

【
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
功
労
賞
】

第
４
回
市
オ
ー
プ
ン
卓
球

大
会

　
■
開
催
日
　
３
月
８
日
（
日
）

　
■
会
　
場
　
中
田
総
合
体
育
館

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
】

　
第
２
位
　
佐
藤
裕
・
藤
浦
瞳

　
　（
登
米
ク
ラ
ブ
）

不断の努力を
たたえて

市内の１５５人、１９団体が受賞
「文化・スポーツ賞表彰式」

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体

と
指
導
者
を
表
彰
す
る
、
平
成
　２０

年
度
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰

式
が
３
月
８
日
、
石
森
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
受
賞
者
や
引
率
者
、
来

賓
約
２
７
０
人
が
参
加
。
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
６
部
門
で
１
５
５
人
、

　
団
体
が
受
賞
し
、
各
部
門
の
代

１９表
者
　
人
が
布
施
市
長
か
ら
表
彰

１０

状
と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
　

年
間

１９

に
わ
た
り
登
米
ふ
る
さ
と
学
習
で

伝
統
の
「
と
よ
ま
 凧
 」
づ
く
り
を

だ
こ

指
導
し
て
い
る
阿
部
 昭
  夫
 さ
ん

て
る
 
お

（
登
米
）
が
「
自
分
一
人
の
力
だ
け

で
続
け
て
こ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
指
導
を
続
け
て
こ
れ
た

の
も
、
周
り
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
」
と
、
御
礼
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
代
表
発
表
で
は
、
第
　
回
全
東

２９

北
・
北
海
道
防
具
付
空
手
道
選
手

権
大
会
中
学
生
女
子
形
の
部
で
第

１
位
に
輝
い
た
佐
瀬
 楓
 さ
ん
（
南

か
え
で

方
中
）
が
見
事
な
空
手
の
形
を
披

露
し
ま
し
た
。

各部門ごとの代表者に表彰状と記念品が渡されました

受賞者を代表して佐瀬さんが空手の形を披露

　
　
　
　
　
  中
田
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
  中
田
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
  登
米
ウ
ル
フ
ズ
Ｊ
ｒ

第
４
回
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
卓
球
交
流
大
会

　
■
開
催
日
　
３
月
１
日
（
日
）

　
■
会
　
場
　
中
田
総
合
体
育
館

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
小
松
慶
太
郎
（
中
田
）

　
第
２
位
　
皆
川
敦
志
（
中
田
）

　
第
３
位
　
菊
地
貴
冶
（
米
山
）

　
　
　
　
　
細
浦
樹
（
南
方
）

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
皆
川
理
沙
（
中
田
）

　
第
２
位
　
千
葉
茉
亜
莉
（
中
田
）

　
第
３
位
　
佐
藤
美
涼
（
中
田
）

　
　
　
　
　
寺
川
千
晶
（
中
田
）
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先
人
の
偉
業
に
思
い
を
寄
せ
て
　

　
　
 　
　
　
市
民
劇
場
「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」

　
明
治
時
代
、
貧
困
に
苦
し
む
ふ

る
さ
と
の
人
を
救
う
た
め
、
村
人

　
人
と
と
も
に
新
天
地
を
求
め
て

８２カ
ナ
ダ
に
渡
航
し
た
東
和
町
米
川

出
身
の
実
業
家
、
及
川
 甚
  三
  郎
 

じ
ん
 
ざ
ぶ
 ろ
う

（
 及
  甚
 ）を
テ
ー
マ
に
し
た
市
民
劇

お
い
 じ
ん

場
「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」（
財
団

法
人
登
米
文
化
振
興
財
団
主
催
）

が
３
月
７
、
８
の
両
日
、
登
米
祝

祭
劇
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

１０

「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」
は
、
登
米

な
ら
で
は
の
芸
術
文
化
を
発
信
し

よ
う
と
、
毎
回
旧
９
町
に
伝
わ
る

歴
史
な
ど
を
手
づ
く
り
の
舞
台
で

演
じ
、
今
年
で
　
回
目
の
公
演
と

１１

な
り
ま
し
た
。
今
回
も
「
夢
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会
」
を
中
心
に
脚

本
や
演
出
な
ど
の
す
べ
て
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手
に
よ
っ
て
進
め
、

市
内
外
か
ら
応
募
し
た
５
歳
か
ら

　
歳
ま
で
の
出
演
者
約
　
人
も
昨

７０

５０

年
　
月
か
ら
、
練
習
に
汗
を
流
し

１１
て
き
ま
し
た
。

　
公
演
で
は
「
 加
  奈
  陀
 に
渡
っ
た

か
 
な
 

だ

公演後には夢フェスタのテーマソングを全員で熱唱

迫力ある演技がステージ上で繰り広げられました

蛍
火
の
夢
　
ア
メ
リ
カ
及
甚
物

語
」
と
題
し
、
及
甚
の
苦
難
や
家

族
・
仲
間
と
の
絆
な
ど
を
通
し
、

「
夢
を
持
つ
こ
と
」の
大
切
さ
な
ど

を
伝
え
る
、
素
晴
ら
し
い
公
演
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
夜
公
演
の
初
日
に
は
８
７
０
人
、

２
日
目
の
昼
公
演
に
は
９
１
３
人

が
訪
れ
、
会
場
は
大
勢
の
観
客
で

で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
公
演
も
、
熱
の
こ

も
っ
た
素
晴
ら
し
い
演
技
で
、
公

演
終
了
後
は
会
場
か
ら
わ
れ
ん
ば

か
り
の
歓
声
や
拍
手
が
い
つ
ま
で

も
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。

同時開催のアメリカ及甚展にも多くの人が訪れました

抱える悩みを
相互に交換

全国直売所研究会
「第４回東日本ブロック大会」

　
全
国
の
直
売
所
運
営
者
な
ど
で

つ
く
る
全
国
直
売
所
研
究
会
（
長

谷
川
 久
  夫
 会
長
）
主
催
の
「
第
４

ひ
さ
 
お

回
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
が
２

月
　
、　

日
の
両
日
、
中
田
農
村

２６

２７

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
東
北
各
県

や
東
京
な
ど
の
直
売
所
関
係
者
な

ど
約
２
５
０
人
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
直
売
所
の
関
係
者
が

一
堂
に
集
い
、
直
売
所
が
抱
え
る

多
く
の
問
題
を
協
議
や
情
報
交
換

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ

と
に
よ
り
、
今
後
の
経
営
に
生
か

そ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
大
会
で
は
、
直
売
所
研
究
会
か

ら
全
国
の
直
売
所
の
情
勢
が
説
明

さ
れ
た
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
㈱
み
や
ぎ
東

和
開
発
公
社
の
飯
塚
 哲
  朗
 さ
ん

て
つ
 ろ
う

（
東
和
）
を
は
じ
め
５
人
が
「
農
商

工
、
産
学
官
連
携
で
な
に
が
で
き

る
か
」
を
テ
ー
マ
に
各
分
野
の
視

点
で
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
ほ
か
の
直
売
所
の

集
客
方
法
な
ど
が
聞
く
こ
と
が
で

き
て
大
変
参
考
に
な
っ
た
。」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

大会には全国から大勢の直販所関係者が参加しました

価格の設定や集客のポイントなどについての意見交換


